
□　選択科目

１ 年 次科目群の主な学習・教育目標

３
・
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年
次
に
も
履
修
可
能

１期 前学期 ２期 後学期

ビジネスコミュニケーション
ビジネス・会社の場において使われる英語を学習する。ビジネスに関係する語彙、表現などを実際の
ビジネスタスク（商品開発、プレゼンテーション、広告作りなど）を通して、効果的に使いこなせるよう
になる。「読む」「書く」「話す」「聴く」の総合的な４技能を鍛え、グループでのプレゼンテーション、ディ
スカッション、インタビュー、ロールプレイなどを通してビジネスの場に必要なスキルを修得する。

アカデミックリーディング
世界で起こっている事象や多文化についてのアカデミックな文章を読むことで、リーディングの能力を向上さ
せるとともに、多角的視野を養う。長文読解のさまざまな技能を学びつつ、長文の構造、目的、主旨、細部の情
報を見つける練習をする。アカデミックな語彙を増やすとともに、自分が理解した内容を人に伝える方法や技
術も学ぶ。文章を読み、その内容について話し合い、個人の意見を論理的に表現する能力を身につける。

ライティングベーシックス
基礎レベルの学習者を対象とする英語ライティングの入門科目。基本的な語彙を増やし、英語の基礎的な文構造を身に
つけることを目的とする。授業は段階的に進め、単文を書く練習から始め、論理的にまとまりのある段落を構成する力を
養う。最終的には、学期を通して教員から複数回の指導とフィードバックを受けながら、短い文章作品を完成させること
を目標とする。あわせて、コンピュータを用いた文章作成や書式設定など、実践的なライティングスキルを修得する。

アカデミックプレゼンテーション
言語・非言語的スキルを学び、アカデミックな英語を用いてプレゼンテーションを行
う。ライティングスキルを使い図や表を適切に説明しながら効果的な発表原稿を書く。

STEM イングリッシュ
STEMの話題について口頭または記述で自分の意見を表現する。科学的手法を用いて、問題を特定し、簡単な
科学実験を行う。その結果を使い、問題の解決方法を提案する。その後調査結果をまとめ、口頭で発表する。

イングリッシュセミナー
グローバル社会に関わる様々な社会的課題を題材に、英語で情報を理解し、考察する。資料
の読解や調査活動を通して課題を分析し、ディスカッションやプレゼンテーションを行う。多様
な視点を比較しながら解決策を検討し、英語で論理的に意見や考えを伝える力を養う。協働
的な学習活動を通して、英語によるコミュニケーション能力および課題解決力を修得する。

TOEIC 初級
TOEIC® Listening & Reading 受験のための基礎コース。基礎的な文法と語彙の演
習・課題を通して、テストの概要と構成を理解する。

TOEIC 中級
イングリッシュトピックス５（中級）から英語学習をスタートした学生や、就職・進学に向けてスコアアップを
目指す学生を主対象とする応用コース。語彙を増やし、演習・課題を実践しながら攻略法を身につける。

インテンシブイングリッシュ
本学が認める語学学校で実施される短期集中プログラム。参加学生は、語学学校での講義と、英
語圏での日常生活におけるコミュニケーションを通して、英語能力を向上させることを目指す。

イングリッシュトピックス
各コースのレベルにあった内容や教材を用いて、４技能（「読む」「書く」「話す」「聞く」）を総合的
に修得する。各ユニットで学ぶ語彙や文章、文法を使用しながら基本的な英語のコミュニケー
ション能力を身につける。自学方法を学び自律した学習者になるためのスキルを修得する。

イングリッシュベーシックス
イングリッシュベーシックスは基礎的な英文法や語彙を修得し、練習を重ねることで、英会話に
慣れ、バランスよく４技能(「読む」「書く」「話す」「聴く」)を伸ばすコースである。基礎的な文型を
学ぶのみではなく、定着を図るためにグループワーク、ペアワーク、短い作文、発表を通じて練習
する。さらに、大学レベルでの英語学習に必要な効果的な学習方法を修得する。

□ イングリッシュ
 ベーシックス ②

基礎レベル推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス 2 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 3 ②

初級レベル推奨科目（履修案1）
□ イングリッシュ
 トピックス 4 ②

初級レベル推奨科目（履修案2）

□ イングリッシュ
 トピックス５  ②

中級レベル推奨科目（履修案1）
□ アカデミック
 リーディング１ ②

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

□ イングリッシュ
 トピックス 3 ②

□ イングリッシュ
 ベーシックス ②

基礎レベル推奨科目（履修案2）
□ ライティング
 ベーシックス②
　　　　・
□ ビジネスコミュ
 ニケーション ②

□ イングリッシュ
 トピックス 1 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 2 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 1 ②

基礎レベル推奨科目（履修案3）
□ イングリッシュ
 トピックス 2 ②

□ イングリッシュ
 ベーシックス②
　　　　・
□ イングリッシュ
 トピックス ３ ②

□ ライティング
 ベーシックス②
　　　　・
□ ビジネスコミュ
 ニケーション②
　　　　・
□ イングリッシュ
 トピックス ４ ②

□ イングリッシュ
 トピックス 5 ②

□ アカデミック
 リーディング 1 ②

初級レベル推奨科目（履修案3）

□ アカデミック
 リーディング２ ②

□ STEM
 イングリッシュ ②

中級レベル推奨科目（履修案3）

□ イングリッシュ
 トピックス５  ②

中級レベル推奨科目（履修案2）
□ STEM
 イングリッシュ ②

□ イングリッシュ
 セミナー ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ （夏期集中）
 イングリッシュ
 トピックス 1 ②

○付数字は単位数を表す

□ イングリッシュ
 トピックス 3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 4 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 5 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 3 ②

□ イングリッシュ
 トピックス 4 ②

□ イングリッシュ
 ベーシックス ② □ ライティング

 ベーシックス②
　　　　・
□ ビジネスコミュ
 ニケーション ②

□ イングリッシュ
 トピックス５  ②

□ アカデミック
 リーディング１ ②

□ アカデミック
 プレゼンテーション ②

□ STEM
 イングリッシュ ②

外国語コミュニケーション能力（C）

１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる ○付数字は単位数を表す

科目群の主な学習・教育目標

 

▶ 線形代数学 ②

▶ 情報のための
 数学Ⅰ ② □ 情報数理Ａ ②

▶ 情報のための
 数学Ⅱ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅰ ②

□ 技術者のための
 数理Ⅲ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅱ ②

□ データサイエンス
 物理 ②

□ 環境系数理 ②

情報理工学部、バイオ・化学部、工学部、建築学部対象科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

工学部対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（環境）への応用の知識を修得し、思
考・推論・創造する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自
己学習力や自己管理能力を養う。
（ただし、「環境系数理」は工学部環境土木工学科を対象とした科目です。）

全学部共通科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

情報デザイン学部、メディア情報学部対象科目
情報数理基礎とその情報学系分野への応用の知識を修得し、思考・推論・創造
する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自
己管理能力を養う。

全学部共通科目
物理の分野について、基礎的な概念や法則を学び、工学、情報学、理工学（バイ
オ、化学）における課題について、物理的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
偶然性を伴う現象を解析する場合に必要となる統計的な考え方を学び、工学、
情報学、理工学（バイオ、化学）における課題について統計的な解析ができる能
力を身につける。

全学部共通科目
データサイエンスとAIへの知的好奇心、学習意欲を惹起し、その初歩的知識と操
作を修得する。これにより工学・理学全分野へデータサイエンスとAIを応用する
ための基盤となる能力を身につける。

全学部共通科目
平面や空間における図形を正確に認識し表現するために、ベクトルや行列の計
算、連立１次方程式の解法、行列式などを中心に、幾何学的対象を代数的に扱
える能力を養う。

□ アドバンスト
 数理Ｂ ②

□ アドバンスト
 数理Ａ ②

▶ データサイエンス
 基礎Ⅰ ①

▶ データサイエンス
 基礎Ⅱ ①

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 技術者ための
 統計 ②

現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力（D）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 数理特別科目
□ ビジネスデータ
 サイエンス ①

□ ＡＩプログラミング
 入門 ①

□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ データサイエンス
 応用 ①

□ ＡＩ応用Ⅰ ①

３
・
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も
履
修
可
能
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6 2 E n g l i s h  L a n g u a g e  P r o g r a m

　キーワード 英語コミュニケーション能力 異文化理解 自己学習力

英語の「読む」「書く」「話す」「聞く」能力を総合的に運用して、さまざまな文化の違いを理解できる国際的な視野を養う。専門分野でも必要とされるコ
ミュニケーション能力や、プレゼンテーション能力を高めるために、英語で調べ、発表する能力を培う。語学を学ぶために必要不可欠な自主的、かつ継
続的な学習の習慣を身につけ、能力向上のために行動できる人材を育成する。

　教育目標

英語教育課程

１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期

2 年 次

3期 前学期 4期 後学期

▶　必修科目 □　選択科目 学科によって開講学期が異なる ○付数字は単位数を表す

科目群の主な学習・教育目標

 

▶ 線形代数学 ②

▶ 情報のための
 数学Ⅰ ② □ 情報数理Ａ ②

▶ 情報のための
 数学Ⅱ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅰ ②

□ 技術者のための
 数理Ⅲ ②

▶ 技術者のための
 数理Ⅱ ②

□ データサイエンス
 物理 ②

□ 環境系数理 ②

情報理工学部、バイオ・化学部、工学部、建築学部対象科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

工学部対象科目
数理基礎（数学、物理）とその工学系分野（環境）への応用の知識を修得し、思
考・推論・創造する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自
己学習力や自己管理能力を養う。
（ただし、「環境系数理」は工学部環境土木工学科を対象とした科目です。）

全学部共通科目
数理基礎（数学、物理）と工学系分野（機械、電気、環境、建築）や理工学系分野
（バイオ、化学）への応用の知識を修得し、思考・推論・創造する能力を養う。さら
に、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自己管理能力を養う。

情報デザイン学部、メディア情報学部対象科目
情報数理基礎とその情報学系分野への応用の知識を修得し、思考・推論・創造
する能力を養う。さらに、予習・復習を主とした自学自習などの自己学習力や自
己管理能力を養う。

全学部共通科目
物理の分野について、基礎的な概念や法則を学び、工学、情報学、理工学（バイ
オ、化学）における課題について、物理的な解析ができる能力を身につける。

全学部共通科目
偶然性を伴う現象を解析する場合に必要となる統計的な考え方を学び、工学、
情報学、理工学（バイオ、化学）における課題について統計的な解析ができる能
力を身につける。

全学部共通科目
データサイエンスとAIへの知的好奇心、学習意欲を惹起し、その初歩的知識と操
作を修得する。これにより工学・理学全分野へデータサイエンスとAIを応用する
ための基盤となる能力を身につける。

全学部共通科目
平面や空間における図形を正確に認識し表現するために、ベクトルや行列の計
算、連立１次方程式の解法、行列式などを中心に、幾何学的対象を代数的に扱
える能力を養う。

□ アドバンスト
 数理Ｂ ②

□ アドバンスト
 数理Ａ ②

▶ データサイエンス
 基礎Ⅰ ①

▶ データサイエンス
 基礎Ⅱ ①

▶ ＡＩ基礎 ①

□ 技術者ための
 統計 ②

現象のモデル化と分析能力、論理的思考能力（D）

この枠内の科目は「リベラルアーツ系科目」として1～4年次に開講されます

□ 数理特別科目
□ ビジネスデータ
 サイエンス ①

□ ＡＩプログラミング
 入門 ①

□ ＡＩ応用Ⅱ ①

□ データサイエンス
 応用 ①

□ ＡＩ応用Ⅰ ①
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能
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C H A P T E R  6 090C A M P U S  G U I D E  2 0 2 6

6 2 M a t h e m a t i c s , S c i e n c e , D a t a  S c i e n c e  a n d  A I  P r o g r a m

数理基礎能力 論理的思考力 学びに向かう力 自己管理能力 課題解決力 専門課程との接続

数理・データサイエンス・AI教育課程

　キーワード

「自ら考え行動する創造的探究・実践人材」に必要な数理系の基礎学力の向上と専門課程へのスムーズな接続を図るため、専門課程において求められる数理基礎（数学、物理、化学、生物）とその工学系、
理工学系、情報学系に関わる応用、及び社会に浸透し始めたAI・データサイエンスの基礎を学び、それらの知識を取り込む力、思考・推論・創造する力を身につける。さらに、学習に取り組む姿勢を能動化さ
せ、学習意欲をより一層喚起させることにより、予習・復習を主とした自学自習などの学びに向かう力や自己管理能力を養い、学び合いとコミュニケーションを通じて、課題解決能力を持つ人材を育成する。

　教育目標


